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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

2 0

2 0

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 1 12 1 年 分

分 2 年 2 3 1 年 分

分 2 年 5 4 2 年 分

HT 分 1 年 3 6 2 年 分

52 分 2 年 13 2 1 年 分

分 2 年 6 15 1 年 分

分 2 年 24 9 2 年 63 分

60 分 1 年 17 11 1 年 分

分 1 年 7 7 1 年 分

47 分 2 年 9 8 2 年 67 分

分 2 年 10 10 2 年 分

17 分 1 年 8 1 2 年 分

分 2 年 12 16 1 年 分

分 1 年 14 20 1 年 分

3 分 1 年 15 17 1 年 分

分 2 年 16 14 1 年 分 8

13 分 2 年 18 19 1 年 分

分 1 年 20 18 1 年 分

9 分 1 年 25 5 2 年 分

分 1 年 4 13 1 年 分 9

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 9 1 － 0

分 10 2 － 0

分 17 3 － 0

分 6 4 － 0

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

2019 2 3 11 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部平成３０年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 女子の部 決  勝 14

天  候 晴れ 風 強風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹

日  時

主  審 竹内 茉由香 副審１ 中本  早紀 副審２ 吉永  真紀 第４の審判員 的崎　睦子

延前

○×  先 PK戦

会場主任 平家  義久 記  録 堀口  泰司 正徳  篤樹 観 衆 174

交代

 チーム名

4

前半

0

 チーム名 kick off

日ノ本学園高校 後半 神戸弘陵学園高校

前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート

延後

先  ○×

選手番号 P

K

戦

延後 P

K

戦

選手番号

OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 合田　朱里小笠原 梨紗 GK

OUT時間 延後 延前 後半 前半

DF 三丸　あい木村　日咲 DF

DF 余田　愛実渡邊　那奈 DF

DF 太田　千颯 1嶋田　   華 DF

DF 鈴木 陽茉理1 中山　裕香 DF

MF 和田 依布姫3* 　上田　佳奈　 MF

MF 安井　夏帆1 與那覇 璃音 MF

FW 田畑　真海2* 1 山下　   寧 MF

MF 田畑　天海1 山田　瑞穂 MF

MF 木村　美桜 11* 俣野　伶奈 MF

FW 河村　祐実 11* 古賀　花野 FW

GK 山本　光流竹重 杏歌理 MF

DF 神田　美咲武田　恵実 MF

DF 尾形 樹里亜栗田　そら MF

DF 師田 英利子小島　陽 FW

MF 坊ノ内 希愛野村　千里 FW

MF 山本 帆ノ果井野　梨音 MF

FW 大城　   綾友　菜奈歌 GK

FW 北村　   楓田渕　結子 DF

FW 竹内　彩加山岸　さわ MF

11 7 4

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

2 1 3

事 由前半 後半 合 計 時 間

2 3 5

3 1 2 Ｇ Ｋ

3 2 1 Ｃ Ｋ 0

2 3 5

0 0

間接ＦＫ3 3 0

4 直接ＦＫ 4 0 412 8

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

得

点

経

過

17 日ノ本 俣野 右 ⑩

24 日ノ本 古賀 左

42 日ノ本 上田 中央 FK

～ → 中央 ⑨ S

37 日ノ本 山下 左 ⑥ → ⑩ → 中央

⑩ ～ S

⑥ S

⑰ ～ S

[備 考]

戦評者 所 属 北摂三田 氏 名 伊窪 正輝

  日ノ本4-2-3-1、神戸弘陵4-1-4-1でスタートした。立ち上がりは神戸弘陵が積極的に仕掛けるが、チャンスは作れず。日ノ本は⑩古賀を起

点に相手DFのウラのスペースをつきながらチャンスを作り、徐々に主導権を握っていく。15分、神戸弘陵⑥太田が右サイドからのFKを直接狙

うがクロスバーに当たり得点できず。17分、右サイドでボールを受けた日ノ本⑩古賀がドリブルで突破、折り返したボールを⑨俣野が流し込ん

で日ノ本が先制する。24分にも日ノ本⑩古賀が左サイドでボールを受け、そのままドリブルで突破してゴールを決め、前半は2-0日ノ本リード

で折り返す。後半に入っても日ノ本が主導権を握り、37分には⑥上田のスルーパスから抜け出した⑩古賀が中央に折り返し、ボールを受けた⑰

山下がDFをかわして落ち着いてゴールに流し込み3-0とした。42分にはFKから⑥上田が豪快に蹴り込み4-0。その後も日ノ本が⑥上田を中心

にボールを保持しながらチャンスをうかがう展開が続き、そのまま試合終了。日ノ本の個々の能力が光った内容であったが、神戸弘陵も積極的

な守備から最後まで点を取りに行く姿勢を見せ、決勝にふさわしい好ゲームとなった。両チームの今後の活躍に期待したい。

戦

評


